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本
会
は
、
幼
・
小
・
中
・
高
・
特
別

支
援
学
校
等
、
各
校
種
の
退
職
校
長
・

園
長
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

他
団
体
に
は
な
い
特
色
で
あ
り
、
本
会

の
活
動
に
広
が
り
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

【
現
職
五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会
】

　

そ
の
一
つ
に
、
現
職
の
幼
・
小
・
中
・

高
・
特
別
支
援
学
校
（
五
校
種
）
と
の

強
い
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
八
月
に
は

五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会
を
も
ち

ま
し
た
。
会
は
幼
稚
園
長
会
長
の
「
五

校
種
が
一
堂
に
会
し
て
の
情
報
交
換
を

楽
し
み
に
出
席
し
ま
し
た
。」
と
の
挨

拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
各
校
種
の
会
長

ま
た
は
副
会
長
が
、
現
状
と
課
題
を
子

供
へ
の
深
い
愛
情
を
も
っ
て
熱
く
語
ら

れ
、
そ
の
姿
に
強
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
は
、
本
会
が
五
年

度
に
行
っ
た
「
教
育
寄
与
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
」
に
高
い
関
心
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
小
学
校
長
会
副
会
長
か
ら
は
「
小

学
校
長
会
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
校
長
会
長
は
「
学
校
現
場
の
人
材

不
足
と
本
会
の
希
望
を
ど
う
繋
ぐ
か
」

に
つ
い
て
、
情
報
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

現
職
校
園
長
会
と
本
会
と
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
接
続
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
東
京
都
高
等
学
校
長
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
み
、「
相
互
リ
ン

ク
」
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
長
会
長
か
ら
は
「
会
報
」
の

全
園
配
布
の
協
力
を
申
し
出
て
い
た
だ

き
、
早
速
、
会
報
二
二
三
号
を
都
内
全

園
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
懇
談
会
を
通
し
て
、
五
校
種

と
本
会
が
相
互
の
課
題
と
実
状
を
知
り
、

協
力
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。

【
東
京
都
教
育
庁
と
の
連
携
】

　

本
会
の
特
色
に
は
東
京
都
教
育
委
員

会
と
の
絆
も
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
夏
も

教
育
庁
を
表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
長
室
で
浜
佳
葉
子
教
育
長
と
瀧
沢

佳
宏
教
育
監
に
ご
挨
拶
し
た
後
、
藤
田

修
史
指
導
課
長
、
赤
津
一
也
企
画
推
進

課
長
と
懇
談
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
各
区
市
か
ら
教
育
支
援
の
話
が

あ
っ
た
と
き
は
貴
会
の
各
支
部
へ
話
を

繋
げ
ま
し
ょ
う
。」
と
の
心
強
い
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
「
教
育
へ
の
寄
与
」
を
目
的
の

一
つ
に
掲
げ
る
本
会
は
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
教
室
で
の
学
び
の
現
状
を
知
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、「
講
演
」
を
依

頼
し
ま
し
た
。
教
育
庁
総
務
部
デ
ジ
タ

ル
企
画
担
当
の
江
川
徹
課
長
が
、「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学

び
」
に
つ
い
て
十
月
の
支
部
長
会
で
、

講
演
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

本
会
の
「
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
は
二
年
次
の
研
究
を
始
動
さ

せ
て
い
ま
す
。
研
究
予
算
は
、
日
本
教

育
公
務
員
弘
済
会
の
団
体
教
育
研
究
助

成
事
業
の
審
査
に
通
り
ま
し
た
の
で
、

交
付
さ
れ
た
研
究
助
成
金
を
充
て
ま
す
。

　

虫
の
音
に
心
和
ら
ぐ
季
節
で
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
健
や
か
な
日
々

と
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
6
年
度
の
現
職
五
校
種
代
表

と
の
教
育
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

　

 

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
長
会　
　

会
長　

和
田
万
希
子

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

 

副
会
長　

佐
藤　

友
信

　

東
京
都
中
学
校
長
会

 

会
長　

堀
越　
　

勉

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

 

会
長　

加
藤　

瑞
樹

　

東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

は
ご
都
合
で
出
席
頂
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
文
書
を
お
送
り
下
さ
い
ま

し
た
。

概�

要　

司
会
進
行
は
赤
坂
寅
夫
副
会

長
。
記
念
撮
影
、
会
長
挨
拶
、
自

己
紹
介
、
各
代
表
か
ら
の
教
育
課

題
の
情
報
提
供
と
続
き
ま
し
た
。

　

 　

そ
の
後
、
⻆
田
美
枝
子
会
長
か

ら
「
本
会
の
特
色
」「
本
会
の
課

題
」、
壷
内
明
会
員
増
強
Ｐ
Ｔ
委

員
長
か
ら
「
会
員
増
強
の
取
り
組

み
・
協
力
の
お
願
い
」、
副
会
長

か
ら
各
部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

質
疑
・
応
答
・
意
見
交
換
を
行
い
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

�
東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
長
会　

会
長　

和
田　

万
希
子

�　
「
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の

存
在
意
義
の
発
信
を
」

　

令
和
６
年
６
月
の
文
部
科
学
省

「
今
後
の
幼
児
教
育
の
教
育
課
程
、

指
導
、
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る

有
識
者
検
討
会　

中
間
整
理
案
」
で

は
、
国
公
立
幼
稚
園
に
は
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
質
の
高
い
教
育
を
も

と
に
、
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
の
向

上
を
図
る
基
盤
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
国
公
立
幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
に
と
っ
て
大
き
な

追
い
風
で
す
。
園
児
数
が
減
少
し
、

公
立
園
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
幼
保
小
の
架
け
橋

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
な
ど
、
国
公
立

園
の
存
在
意
義
を
強
く
発
信
し
、
行

政
と
の
連
携
、
教
育
環
境
の
充
実
、

教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

東
京
都
退
職
校
長
会
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
に
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

�

会
長　

植
村　

洋
司

　

当
面
す
る
課
題
は
様
々
あ
る
が
、

特
に
「
教
員
不
足
」
は
義
務
教
育
の

根
幹
を
揺
る
が
す
喫
緊
の
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

　

国
の
動
向
と
し
て
、
中
教
審
特
別

部
会
の
「
審
議
の
ま
と
め
」
が
重
要

で
あ
る
。
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
３

つ
の
柱
を
一
体
的
・
総
合
的
に
推
進

す
る
」
と
い
う
審
議
の
ま
と
め
の
趣

旨
理
解
で
あ
る
。
３
つ
の
柱
と
は
、

⑴ 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
更

な
る
加
速
化

⑵ 

学
校
の
指
導
・
運
営
体
制
の
充
実

⑶ 

教
師
の
処
遇
改
善

で
あ
る
。
全
連
小
と
し
て
は
、『「
審

議
の
ま
と
め
」
を
肯
定
的
に
受
け
止

め
、
確
実
な
実
現
を
目
指
す
』
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
い
る
。

　

今
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
教
育
に

携
わ
る
者
が
「
一
枚
岩
」
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も
、
全
国
の
校

長
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
、
国
を
動
か
し
て
い
き
た

い
。
今
後
と
も
、
東
京
都
退
職
校
長

会
、
都
教
委
、
関
係
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、「
学
校
を
元
気
に
す
る
」

た
め
に
尽
力
し
た
い
。

　

東
京
都
中
学
校
長
会

�

会
長　

堀
越　

勉

　
「
東
京
都
公
立
中
学
校
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」

　

中
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
。
今
年
度
特
に
顕
著
に

な
っ
て
い
る
課
題
と
し
て
「
不
登
校

対
策
」「
修
学
旅
行
対
策
」
が
あ
り
、

校
長
会
で
も
度
々
話
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
「
不
登
校
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

不
登
校
対
応
巡
回
教
員
と
い
う
新
た

な
職
が
で
き
、
全
都
で
３
３
名
が
配

置
さ
れ
、
不
登
校
対
策
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
１
名
に
つ
き
５
校
を
担
当
し

て
巡
回
し
て
い
る
。
新
た
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
様
々
な
課
題
が
浮
き
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
数
年
の

う
ち
に
都
内
６
１
１
校
の
公
立
中
学

校
全
校
を
巡
回
す
る
体
制
が
構
築
さ

れ
る
。

　
「
修
学
旅
行
対
策
」
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
物
価
上
昇
、
熱
中

症
対
策
、
運
輸
業
界
の
ル
ー
ル
改
定

な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
う
こ
と
で
、

修
学
旅
行
の
在
り
方
に
影
を
落
と
し

始
め
て
き
て
い
る
。

教育懇談会参加者

五
校
種
代
表
と
の
教
育
懇
談
会
―
報
告
―

日�

時　

８
月
26
日
（
月
）
13
時
30
分

場�

所　

鈴
木
日
退
連
共
同
ビ
ル　

３
階
会
議
室
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昨
年
度
の
「
予
算
編
成
委
員
会
」

と
「
特
別
会
計
委
員
会
」
が
合
併
し
、

標
題
の
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。

◎ 

本
会
の
一
年
間
の
あ
る
べ
き
健
全

財
政
を
目
指
し
、
予
算
編
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
年
々
、
財
政
は
心

細
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
実
の

あ
る
活
動
が
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
な
編
成
に
し
ま
す
。

◎ 

健
全
財
政
樹
立
を
目
指
す
う
え
で
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
会
員
増

強
で
す
。
会
員
増
強
が
無
け
れ
ば

健
全
財
政
は
有
り
得
ま
せ
ん
。
会

員
が
増
え
れ
ば
会
計
も
安
定
す
る

の
で
す
。
こ
の
会
員
獲
得
の
た
め

に
、
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
「
一
人
一
声
」
運
動
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
一
人
が
一

人
を
勧
誘
す
る
」
と
い
う
総
力
を

挙
げ
た「
百
名
勧
誘
」が
目
標
で
す
。

　

こ
の
二
点
は
、
車
の
両
輪
に
当
た

り
、
健
全
財
政
の
た
め
に
不
可
欠
で
、

特
に
、
後
者
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計

検
討
委
員
会

委
員
長
　
　
桐
谷
澄
男

　

昨
年
度
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心

に
本
会
が
学
校
・
地
域
の
教
育
へ
の

支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
支
援
の

内
容
や
学
校
支
援
の
現
状
を
整
理
し
、

報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
会
の
「
学
校
教
育

を
支
援
」
に
向
け
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
高
い
も
の
が
あ
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
組
織
と
し
て
の
学
校
支
援

シ
ス
テ
ム
構
築
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
都
教
育

委
員
会
も
従
来
の
よ
う
な
本
会
を
活

用
す
る
事
業
を
復
活
す
る
予
定
は
な

い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
新
規
の
支
援

員
の
募
集
に
つ
い
て
の
可
能
性
は
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
研
究
は
、
各
地
区
教
育

委
員
会
の
学
校
支
援
員
の
募
集
の
状

況
に
つ
い
て
調
査
し
、
会
員
の
皆
様

に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
支
援

員
の
派
遣
と
い
っ
た
支
援
以
外
の
方

法
、
例
え
ば
教
員
対
象
の
研
修
会
の

開
催
や
新
人
教
員
の
指
導
・
援
助
と

い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
の
継
続
に
向
け

　
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

委
員
長
　
　
草
野
一
紀

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

�

会
長　

加
藤　

瑞
樹

　

令
和
５
年
８
月
に
中
央
教
育
審
議

会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
の
「
高
等

学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ　

中
間
ま
と
め
」
が
発
表
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
の
在
り

方
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
て
、
生
徒

一
人
一
人
の
個
性
や
実
情
に
応
じ
て

多
様
な
可
能
性
を
伸
ば
す
「
多
様
性

へ
の
対
応
」
と
全
て
の
生
徒
が
必
要

な
資
質
・
能
力
を
共
通
し
て
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
「
共
通
性
の

確
保
」
を
併
せ
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、

令
和
６
年
３
月
、
都
立
高
校
を
取
り

巻
く
状
況
が
一
層
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
お
り
、
不
登
校
生
徒
や
日
本
語

指
導
が
必
要
な
生
徒
へ
の
支
援
な
ど
、

子
供
の
学
び
を
後
押
し
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

『
都
立
高
校
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム<

令
和
六
年
更

新
版>

』
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
教
育
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
、
都
立
高
校
に
お
け
る
特
別

支
援
教
育
の
充
実
な
ど
、
新
た
に
実

施
す
る
取
組
や
規
模
や
対
象
等
を
拡

大
し
て
実
施
す
る
取
組
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会
は
、

こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
各
校

の
実
態
に
合
っ
た
形
で
対
応
・
解
決

す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
教
育
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

東
京
都
特
別
支
援
学
校
長
会　
　

 

会
長　

相
賀　

直

　
「
特
別
支
援
学
校
の
現
状
と
課
題
」

　

現
在
、
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推

進
計
画
（
第
二
期
）
第
二
次
実
施
計

画
の
３
年
目
を
迎
え
、
共
生
社
会
の

形
成
に
向
け
た
す
べ
て
の
学
び
の
場

に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

目
指
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

次
年
度
公
表
さ
れ
る
同
計
画
第
三

次
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
て
は
、

特
別
支
援
学
校
障
害
種
別
校
長
会
か

ら
都
教
育
委
員
会
に
多
岐
に
渡
る
課

題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
く
括
る
と
す
れ
ば
、
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
す
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
社
会
参
画
に
向
け
た
指
導
の

充
実
、
す
べ
て
の
校
種
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
充
実
の
た
め
の
支
援

の
在
り
方
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

に
向
け
た
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
、

校
長
会
と
し
て
時
間
外
在
校
等
時
間

の
縮
減
な
ど
に
都
教
育
委
員
会
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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多
種
・
多
様
な
作
品
展

中
野
支
部
長
　
田
中
　
弘
志

　

中
野
支
部
は
現
在
会
員
十
七
名
で

活
動
し
て
い
る
。
中
学
校
は
別
組
織
、

都
退
校
に
は
所
属
し
て
い
な
い
。

　

支
部
の
活
動
は
、
総
会
、
会
報
発

行
、
趣
味
・
作
品
展
、
東
京
新
発
見

散
歩
、
区
長
・
教
育
長
を
囲
む
懇
談

会
、
定
年
退
職
校
長
と
の
懇
談
会
等

を
行
っ
て
い
る
。

　

趣
味
・
作
品
展
は
、
会
場
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
西
館
、
出
品
種
目
は
写
真
、

絵
画
（
油
彩
、
水
彩
、
水
墨
、
版
画
、

切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
）、
書
、
色
紙
、

各
人
の
趣
味
等
多
種
・
多
様
。
出
品

者
は
会
員
、
会
員
の
家
族
、
退
職
公

務
員
連
盟
会
員
、
他
支
部
会
員
、
中

芯
会
、
地
域
の
方
等
出
品
数
も
五
十

点
を
越
え
る
。

　

東
京
新
発
見
散
歩
（
令
和
五
年
度

中
止
）、
区
長
・
教
育
長
を
囲
む
懇

談
会
は
出
席
者
は
少
な
い
が
中
野
駅

周
辺
の
開
発
事
業
、
新
中
野
区
庁
舎

の
お
話
な
ど
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

　

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
「
健
康

第
一
」
と
し
活
動
を
進
め
て
い
る
。

支
部
だ
よ
り

　

新
会
員
の
入
会
、
会
員
増
強
、
そ

し
て
退
職
校
長
会
の
認
知
度
向
上
に

む
け
て
以
下
の
点
を
大
切
に
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
努
力
し
て
い

く
。

① 

支
部
の
活
動
内
容
、
特
に
会
員
の

貴
重
な
意
義
の
あ
る
活
動
や
声
を

今
後
も
掲
載
し
て
い
く
。
ま
た
、

会
報
で
本
部
の
魅
力
を
伝
え
る
べ

く
努
力
を
し
て
い
く
。

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成･

運
営･

管
理
の
業
務
を
遂
行
す
る
中
で
、

本
会
の
目
的
、
歴
史
、
組
織
、
取

り
組
み
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
で
、
会
員
の
み
な

ら
ず
現
職
校
長
の
方
々
に
も
本
会

の
存
在
を
周
知
し
て
い
く
。

③ 

現
職
の
園
長･

校
長
会
と
連
携
を

図
り
、
相
互
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

④ 

ス
マ
ホ
教
室
（
ラ
イ
ン
の
活
用
）

な
ど
会
員
に
向
け
て
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会につ

い
て

委
員
長
　
　
福
島
良
樹

　

財
政
の
安
定
に
は
、
大
ま
か
に
く

く
れ
ば
、
①
収
入
の
増
、
②
支
出
の

減
に
な
り
ま
す
が
、
①
に
つ
い
て
は
、

寄
附
金
は
今
後
増
え
る
見
込
み
は
あ

ま
り
な
く
、
研
究
助
成
金
の
50
万
円

は
、
本
年
度
は
確
保
で
き
る
予
定
で

す
が
、
次
年
度
か
ら
は
難
し
く
、
結

局
、
新
入
会
員
を
増
や
す
こ
と
し
か

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
を
全
て

検
討
し
、
事
務
局
長
の
給
与
削
減
、

委
員
会
の
精
選
に
つ
い
て
は
、
既
に

実
行
に
移
し
ま
し
た
。
支
部
活
動
助

成
金
の
縮
小
に
つ
い
て
も
、
次
年
度

か
ら
実
施
に
な
り
ま
す
。
ま
た
各
委

員
会
等
の
回
数
の
減
、
通
信
費
等
の

節
約
は
、
既
に
ご
努
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
10
月
か
ら

郵
便
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
も
あ
り
、

ど
こ
ま
で
支
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
予
想
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
、
本

委
員
会
で
は
皆
様
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
支
出
の
減
に
つ
い
て
再
度
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
で
き
る
こ
と

　
財
政
安
定
化
委
員
会

委
員
長
　
　
草
野
一
紀

「
令
和
６
年
度 

業
務
運
営
改
善

委
員
会
」
の
活
動
に
つ
い
て

委
員
長
　
　
宇
津
木
順
一

　

令
和
５
年
８
月
、
会
長
か
ら
５
名

の
委
員
の
委
嘱
が
あ
り
本
委
員
会
が

発
足
し
た
。
本
年
度
は
そ
の
２
年
目

で
あ
る
。

　

５
年
度
は
会
長
か
ら
の
諮
問
に
基

づ
き 

①
本
会
の
組
織
運
営
を
表
す

組
織
図
、
②
東
京
都
の
新
た
な
定
年

制
（
定
年
引
上
げ
及
び
役
職
定
年

制
）
の
実
施
に
伴
う
会
則
の
一
部
改

正
案
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
な
っ
て
、
①
本
部

設
置
の
ク
ラ
ブ
活
動
運
営
に
関
す
る

規
程
、
②
支
部
長
会
運
営
に
関
す
る

規
程
、
特
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
支
部
長

代
表
の
選
出
方
法
や
任
期
等
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
今
後
は
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
本
会
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
本
会
の

現
状
、実
態
に
即
し
て
「
会
則
」、「
規

程
」
に
つ
い
て
、
本
会
の
活
動
が
よ

り
効
果
的
、
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
視
点
か
ら
改
め
て
見

直
し
を
行
い
、
業
務
運
営
の
改
善
に

資
す
る
よ
う
努
め
た
い
。
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八
王
子
市
と
同
支
部
の最新

報
告

八
王
子
支
部
長
　
辻
野
　
宗
行

　

八
王
子
市
は
東
京
都
の
西
端
に
位

置
す
る
。
南
は
相
模
原
市
、
北
は
西

多
摩
郡
、
そ
し
て
西
に
は
高
尾
山
や

陣
馬
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
そ

の
西
は
山
梨
県
で
あ
る
。
人
口
は
約

五
十
七
万
人
。

　

小
中
学
校
数
は
、
百
校
を
超
え
て

い
る
。
支
部
会
員
数
は
、
百
二
十
五

名
、
二
十
一
地
区
委
員
で
構
成
し
て

い
る
。
毎
年
六
月
第
二
土
曜
日
に
支

部
総
会
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。
地

区
委
員
会
を
年
六
回
、
研
究
会
を
一

回
開
催
し
、
会
員
数
の
増
加
等
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　

又
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
は
、
水

墨
画
、
マ
ジ
ッ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
、
ゴ

ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
囲
碁
、
史

跡
め
ぐ
り
等
が
あ
り
、
熱
心
に
活
動

し
て
い
る
。

　

更
に
年
一
回
の
、
支
部
だ
よ
り
の

発
刊
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
は

四
十
五
号
に
な
る
。
こ
の
年
月
を
知

る
と
、
八
王
子
支
部
の
長
い
活
動
の

歴
史
を
感
じ
る
。
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更
な
る
活
動
の充

実
の
た
め
に

埼
玉
県
支
部
長
　
森
山
　
裕
夫

　

本
支
部
会
員
数
は
百
三
十
四
名

（
特
別
会
員
と
役
職
定
年
を
各
一
名

含
む
）
支
部
創
立
以
来
五
十
余
年
、

会
員
の
親
睦
と
互
助
・
生
涯
学
習
の

充
実
と
推
進
が
活
動
目
的
。
絆
と
和

を
重
視
。
年
二
回
発
行
「
さ
き
た
ま

会
報
」
が
本
支
部
の
議
事
録
で
あ
り

歴
史
書
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
数
年
間
、
会
員
の
減

少
と
共
に
支
部
事
業
推
進
を
支
え
る

運
営
費
確
保
が
支
部
組
織
全
体
の
問

題
と
し
て
膨
ら
み
つ
つ
あ
る
。

　

本
支
部
年
会
費
二
千
五
百
円
は
今

か
ら
二
十
五
年
前
、
現
在
の
三
倍
の

会
員
数
が
い
た
平
成
七
年
の
定
期
総

会
で
承
認
さ
れ
、
以
来
今
日
に
至
る
。

　

暑
い
最
中
、
集
ま
っ
た
検
討
会
の

委
員
か
ら
現
在
の
本
支
部
活
動
の
実

績
を
認
め
た
上
で
の
来
年
度
以
降
の

本
支
部
の
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な

意
見
が
熱
く
飛
び
交
い
心
強
い
。
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よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

千
代
田
・
中
央
支
部
　
萩
原
　
聡

　

令
和
四
年
三
月
に
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
が
、
再
任
用
校
長
と
し
て

都
立
西
高
等
学
校
で
継
続
し
て
職
務

に
当
た
り
、
ご
縁
が
あ
り
杉
並
支
部

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
四
月
か
ら
、
都
立
日
比
谷
高
等

学
校
に
再
任
用
校
長
と
し
て
異
動
し
、

千
代
田
・
中
央
支
部
に
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

都
立
高
校
も
生
徒
急
減
期
を
控
え
、

生
徒
募
集
対
策
、
探
究
活
動
の
推
進
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
、
部
活
動
指

導
の
在
り
方
、
生
徒
一
人
一
台
端
末

の
活
用
や
校
務
処
理
の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
責
任
者
と
し
て
、
保
護
者

対
応
な
ど
厳
し
い
面
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
生
徒
た
ち
と
の
日
々
の
対
話

を
通
し
て
、
将
来
の
日
本
や
世
界
を

支
え
て
く
れ
る
若
者
た
ち
を
育
て
て

い
く
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
員
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

狛
江
支
部
　
川
﨑
　
貴
志

　

こ
の
度
、
三
十
五
年
間
の
教
員
生

活
を
終
え
ま
し
た
。
特
に
狛
江
市
で

は
、
最
後
の
十
七
年
間
の
ほ
と
ん
ど

を
管
理
職
と
し
て
勤
め
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
諸
先
輩
方

や
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
の
お
陰
と

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
副
校
長
補
佐
と
し
て
初

め
て
校
長
と
し
て
着
任
し
た
狛
江
第

六
小
学
校
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

直
接
に
子
供
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
休
み
時

間
な
ど
に
花
壇
の
手
入
れ
を
し
て
い

る
と
、
朝
顔
に
水
を
や
り
な
が
ら
成

長
を
喜
ぶ
一
年
生
の
声
が
聞
こ
え
て

き
た
り
、
こ
ん
な
虫
が
い
た
よ
と
何

気
に
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
と
、

子
供
た
ち
の
も
つ
良
さ
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

甚
だ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
退

職
校
長
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
恩
返

し
と
、
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
会
員
の
声
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・保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。
(*1)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を含む)・抗がん剤治療(経口投与を除く)・
ホルモン剤治療(経口投与を除く)をいいます。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

保保険険料料はは、、22002233年年44月月現現在在ののももののでですす。。

保保険険
期期間間

・個人情報の利用目的：アフラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。
詳しくは弊社HPをご参照ください。

※健康状態によっては、記載の保険料と異
なる場合があります（保険料が割増となる
場合があります）。お申込み後にアフ
ラックから送付する書面をご確認ください。

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

00112200--335577--221122資料請求・お問い合わせ・お申込みは
(平日 9:00～ 20:00 土日祝 9:00～ 17:00)

<生きるためのがん保険Days1>入院給付金日額 5,000円

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

入院
給付金

診断
給付金

①特定の治療(*1)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定
の治療(*1)を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

50万円 5万円

がん・上皮内
新生物それぞれ
1回限り

5,000円

5,000円

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき ①日数無制限

②通院期間中
(365日以内)日数
無制限

通院
給付金

日数無制限

オリジナルプラン

一時金として
がん 上皮内新生物

1日につき

1日につき

月月払払保保険険料料例例 個個別別取取扱扱
左記プランの場合
解約払戻金なしタイプ
保険料払込期間:終身/定額ﾀｲﾌﾟ
特定保険料払込免除特約なし

年年齢齢 男男性性 女女性性

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750円 2,580円

75歳 5,375円 2,855円

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円

AF003-2024-0208 6月6日(260606)

（福利厚生部担当副会長　増田　 稔）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 6 年 7 月 10 日現在、本部に届け出があった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（5名）
長谷川順義（北多摩西部）

（令和 4年受章）

重野　和夫（北多摩西部）
橳島　孝夫（北多摩西部）
浅見扶次男（北多摩西部）

（令和 5年受章）

黒田　貞夫（埼玉県）

令和 6 年度 新年懇親会のお知らせ
　会員の皆様及び支部間の親睦を深めることを願い、以下
のように令和６年度新年懇親会を開催いたします。
　申込方法等、詳細は支部長を通してお知らせいたします。

　日 時：令和７年１月２６日（日）13：00 〜15：00
　会 場：主婦会館プラザエフ　７階カトレア
　　（JR 四ツ谷駅、東京メトロ四ツ谷駅　徒歩１分）

支部長の変更

新支部長は次の方々です。

墨田支部　松岡　一行

大島支部　増木　米孝
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執
筆
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
情
報
を

く
だ
さ
っ
た
皆
様
。
暑
い
中
を
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

発
行
は
10
月
下
旬
で
す
が
、
原
稿

を
お
願
い
し
、
お
書
き
頂
い
た
の
は

夏
な
の
で
す
。
パ
リ
で
の
第
33
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
日
本
を
縦
断
し
て
大

量
の
雨
を
降
ら
せ
た
台
風
10
号
、
そ

し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
猛
暑
日
が

50
日
を
超
え
た
と
い
う
太
宰
府
。
記

憶
に
残
る
こ
の
夏
で
し
た
。

　

五
校
種
の
代
表
先
生
方
に
も
、
原

稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
会
報
の
紙

数
の
関
係
で
字
数
が
少
な
い
た
め
、

ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
事
と
思
い
ま

す
。
先
生
方
は
、
紙
面
に
は
載
せ
て

い
ま
せ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課

題
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
資
料
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

デ
ー
タ
で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
を

利
用
し
た
Ｈ
Ｐ
閲
覧
を
お
勧
め
し
ま

す
。
各
団
体
と
も
Ｈ
Ｐ
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
極
端
な
意
見

や
虚
言
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
得

ら
れ
る
情
報
は
多
大
で
す
。「
変
化

へ
の
対
応
」
は
「
変
化
を
知
る
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。 

（
榎
本　

勉
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 6 年 7 月 10 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長　

増
田　

稔
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

中
西
　
　
勲

5
・
7
・
23
西
多
摩

小

83
52

菊
田
　
英
一

5
・
8
・
13
北
多
摩
中
部

小

87
46

飯
島
　
　
敏

5
・
12
・
3
練
　
馬

小

96
22

前
原
　
俊
男

5
・
12
・
12
神
奈
川
県

小

93
69

小
松
千
代
夫

5
・
12
・
27
西
多
摩

中

90
51

和
田
　
健
一

5
・
12
・
29
練
　
馬

小

94
22

澤
辺
　
寅
造

6
・
2
・
26
練
　
馬

小

97
22

大
野
　
静
雄

6
・
2
・
29
大
　
田

小

94
9

岩
森
　
啓
運

6
・
3
・
4
八
王
子

中

86
31

柴
　
　
和
紀

6
・
3
・
8
神
奈
川
県

小

97
70

木
村
　
芳
一

6
・
3
・
28
西
多
摩

小

85
52

井
上
　
　
孝

6
・
3
・
31
狛
　
江

中

91
48

林
　
　
幸
成

6
・
4
・
6
埼
玉
県

小

93
64

清
水
　
七
郎

6
・
4
・
12
日
　
南

小

92
36

岸
本
　
　
眞

6
・
4
・
25
文
　
京

小

96
2

小
池
　
竜
夫

6
・
4
・
25
北
多
摩
北
部

小

94
43

栁
下
　
昭
夫

6
・
5
・
4
練
　
馬

小

97
22

山
室
　
博
文

6
・
5
・
14
文
　
京

小

88
2

亀
井
　
　
亮

6
・
5
・
21
埼
玉
県

小

91
67

森
田
平
太
朗

6
・
5
・
23
西
多
摩

小

91
56

金
井
二
三
男

6
・
5
・
24
神
奈
川
県

中

91
69

肥
後
　
昌
治

6
・
5
・
25
埼
玉
県

中

92
66

小
林
　
司
朗

6
・
5
・
27
西
多
摩

小

91
57

原
　
　
忠
昭

6
・
6
・
8
神
奈
川
県

小

76
71

大
石
　
　
豊

6
・
6
・
14
千
葉
南
部

小

74
58

山
﨑
　
和
彦

6
・
6
・
19
千
葉
西
部

中

83
61

加
賀
谷
貞
子

6
・
6
・
29
町
　
田

小

83
35

日
焼
け
し
子
ら
の
顔
生
き
生
き
と

真
白
き
歯
よ
り
挨
拶
の
出
る

子
ど
も
ら
に
足
を
と
ら
れ
羽
根
の
切
れ
し

青
き
カ
マ
キ
リ
つ
ま
み
持
ち
来
る

強
い
子
は
泣
か
ぬ
も
の
よ
と
血
の
滲
む

膝
を
お
さ
え
て
消
毒
受
け
る

中
野
支
部　

田
中
弘
志

短
歌

初
蝶
の
風
に
逆
ら
う
術
知
ら
ず

別
世
界
つ
く
る
風
あ
り
夏
木
立

仏
と
も
鬼
と
も
な
れ
ず
た
だ
暑
し

仙
台
市　

岡
嶋
光
雄

蕎
麦
打
ち
の
軽
き
手
さ
ば
き
風
光
る

手
を
引
か
れ
菩
薩
練
り
行
く
来ら
い

迎ご
う

会え

気
が
つ
け
ば
父
似
の
癖
や
彼
岸
入

世
田
谷
支
部　

袮
津　

啓

応
募
コ
ー
ナ
ー

俳
句
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